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次は任せ
たよ！

２月17日（野洲川運動公園一帯）
　うっすらと雪が積もった野洲川運動公園で、第39回びわこ栗東駅伝ク
ロカンin野洲川を開催しました。一般の部、高校の部、市内の部、女子
の部、小学生の部の各部門に県内各地から合計80チームが出場。寒さ厳
しいなか、ゴールを目指してたすきをつなぎました。
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元気創造をキーワードに

「いつまでも住み続けたくなる

安心な元気都市栗東」を！

　市民の皆さまには、市政に格段のご理解とご協
力を賜り厚くお礼申し上げます。
　市民の皆さまのご協力のもと実行しています
「（新）集中改革プラン」については、引き続き取
り組むとともに、土地開発公社については、第三
セクター等改革推進債を活用して解散することと
いたしました。着実に、皆さまのおかげで成果が
出てきていることや、明るい兆しが見えるように
なってきたことに、重ねてお礼申し上げます。
（公社の解散については６ページをご覧ください）
　そのような中、国の緊急経済対策を活用するこ
とにより、財政的影響を極力最小限に抑えること
ができることから、市内３中学校の空調整備を実
施するなどの取り組みも行えることとなりました。
　平成25年度は、財政健全化への道筋を着実に
進める一方で、厳しい中にあっても明日の元気に
つながるように種をまき、そしてそれを芽吹かせ
るため、昨年度に引き続き、市政各分野において
「元気創造」をキーワードにした施策推進を図っ
ていきます。

（予算概要は下記をご覧ください）

「５つの安心」の取り組み

まちを元気に！

一般会計当初予算397億1,600万円

栗東市長　野村昌弘

●一般会計
　総額は397億1,600万円で、前年度に比べて
136億5,600万円（52.4％）の増となります。こ
れは栗東市土地開発公社の抜本的な改革を行うた
めの「第三セクター等改革推進債」の発行による
「土地開発公社保証債務履行金」の160億円（公
社の解散については６ページをご覧ください）

と、滋賀県市町振興資金の財政健全化借換20億
7,460万円の増加と、経営が不安定となっていた
栗東市土地開発公社への貸付金35億5,000万円
などの減少といった特殊要因が含まれており、こ
れらの特殊要因を差し引いた実質前年比では、
３億6,860万円の減、前年度比で－1.4％となり
ました。

◦�経済に安心を…トップセールスで地域経済に元
気を創出します。

◦�子育てに安心を…子どもが伸び伸びと元気に育
つ環境づくりを進めます。

◦�福祉・健康に安心を…みんながいきいき元気に
暮らせるまちづくりを進めます。

◦�暮らしに安心を…だれもが安心できる元気なま
ちづくりを進めていきます。

◦�行政に安心を…（新）集中改革プラン、市土地
開発公社の抜本改革の確実な実行、行政サービ
スの品質向上と行政の「見える化」を推進しま
す。

（主な事業は５ページをご覧ください）

　厳しい財政状況を乗り越えていくためには、市
民の皆さんとともに「まちを元気に！」という気
持ちを持って、全身全霊を込めて立ち向かわなけ
ればならないと考えております。
　「いつまでも住み続けたくなる安心な元気都市
栗東」の構築に向けて、誠実に着実に「まちの元
気」と「財政の健全化」への歩みを進めていきます。
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　特集：平成 25 年度施政方針・予算

【歳出】
　歳出では、前述した「土地開発公社保証債務
履行金」の160億円により補助費などが前年比
881.1%の増、財政健全化借換により公債費が
57.6%の増となり、ともに大幅な増加となりまし
た。また、治田小学校と大宝西小学校の校舎の増
築完了や治田西小学校大規模改造事業の減などに
より普通建設事業費が約３億9,600万円の減とな
りました。

●特別会計
　水道事業会計を含む全10会計で、対前年当初
比４億5,900万円（3.5%）減の128億500万円で
す。介護保険特別会計では介護サービス給付費
の増などにより約１億7,400万円の増となりまし
た。また、公共下水道事業特別会計では借換債の
発行などが減少し約４億9,000万円減。水道事業
会計では資本的収支の減少により約１億8,300万
円の減となりました。

●一般会計と特別会計の計
　前年当初と比較すると、前述した特殊要因を
含み、131億9,700万円増の525億2,100万円で
33.6％の増となりました。

※�平成25年度施政方針、予算の詳細は市ホーム
ページや情報公開コーナ（市役所１階）でご覧
いただけます。

　この予算には、障がい者の自立支援給付の増
（+3,022万円）や生活保護費の増（+2,189万
円）、介護保険特別会計への繰出金（+1,982万
円）、予防接種委託（+1,296万円）や湖南広域で
取り組む「湖南広域休日急病診療所」整備負担金
（615万円）の増といった市民生活のセーフティ
ネットの保持にかかる費用や、葉山東小学校の大
規模改造事業（２億4,262万円）、栗東西中学校の
生徒増への対応施設設計（1,000万円）、さらに緊
急雇用創出事業を活用した特別支援学級支援員の
配置（636万円）にかかる費用が含まれています。
　また、平成23年度に策定した「（新）集中改革
プラン」の諸項目を反映し、その効果額は約４億
8,000万円となります。

【歳入】
　歳入では、個人市民税で１億551万円の増、
固定資産税で２億7,744万円の増をそれぞれ見込
み、市税全体で約３億9,400万円の増収を見込ん
でいます。
　国庫支出金については、小学校の増築に伴う施
設整備費補助金の減（－２億8,035万円）などに
より約１億8,300万円減少しています。
　また、市債については、小学校の増築や後継プ
ラン関連整備事業債が減少していますが、第三セ
クター等改革推進債（160億円）や滋賀県市町振
興資金財政健全化借換債の発行（20億7,460万
円）などの増加により前年比1,168.6％の大幅増
となります。

平成25年度　会計別当初予算額比較

会 計 名
平成25年度 平成24年度

増減
予算額 構成比 予算額 構成比

　一 般 会 計 397億1,600万円 75.6% 260億6,000万円 66.3% 52.4%
　特 別 会 計 128億　500万円 24.4% 132億6,400万円 33.7% －3.5%

土地取得特別会計 2億　562万円 0.4% 2億　873万円 0.5% －1.5%
国民健康保険特別会計 49億7,288万円 9.5% 48億9,464万円 12.5% 1.6%
介護保険特別会計 26億4,694万円 5.0% 24億7,305万円 6.3% 7.0%
栗東墓地公園特別会計 518万円 0.0% 518万円 0.0% 0.0%
大津湖南都市計画事業栗東駅前土地区画整理事業特別会計 7,270万円 0.2% 8,046万円 0.2% －9.6%
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会計 1億　138万円 0.2% 1億1,208万円 0.3% －9.6%
水道事業会計 18億6,314万円 3.5% 20億4,580万円 5.2% －8.9%
公共下水道事業特別会計 24億6,324万円 4.7% 29億5,299万円 7.5% －16.6%
農業集落排水事業特別会計 2,892万円 0.1% 2,876万円 0.1% 0.5%
後期高齢者医療特別会計 4億4,500万円 0.8% 4億6,231万円 1.1% －3.7%

　合 計 525億2,100万円 100.0% 393億2,400万円 100.0% 33.6%
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歳出（性質別）

平成25年度

一般会計当初予算

397億
1,600万円

歳出（目的別）

歳入

まちの予算の内訳
を紹介します。

注１【義務的経費】…地方公共
団体の歳出のうち、その支出
が義務づけられ任意に削減で
きない経費

注２【投資的経費】…その支
出の効果が資本形成に向けら
れ、施設など将来に残るもの
に支出される経費
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～平成25年度主な事業と予算～
 ①経済に安心を～★トップセールスで地域経済に元気を創出します
◦まちづくり基本構想に係る基盤整備事業（後継プラン）…「環境」と「新技術」による地域活力創生のまち

づくりをテーマとしたまちづくり基本構想（後継プラン）を具現化するため、蜂屋手原線と下鈎出庭線の道
路整備、支線道路と集落間連絡道路の整備、中央都市下水路の整備などを実施します。（６億6,847万円）

◦商工団体育成事業…中小企業者の経営改善、地域経済を発展維持するために必要とされる事業指導、商工会の機能強
化のため、市商工会に補助します。また、商工会が実施するにぎわいを創出するイベントを支援します。（2,406万円）

◦中小企業振興事業…市民や商業者が生活する上で、にぎわいのあるまち、人が住みたくなるまちをつくるた
めの経費を支出します。また、中小企業の経営の安定、商工振興、近代化のため、運転資金や設備資金の保
証費用について補助します。（1,832万円）

◦有害鳥獣防除事業…有害鳥獣から農林産物を守り、安心して農林業が営めるよう、獣害防止フェンスなどの
設置に係る資材購入補助や有害獣の捕獲などを実施します。（436万円）

◦“馬のまち栗東”馬事業企画経費…「馬のまち」としてのイメージを広くＰＲすることにより、市民意識の
高揚と愛着を深め、地域資源を生かしたまちづくりに取り組みます。（135万円）

 ②子育てに安心を～★子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくりを進めます
◦教育施設等改修事業…葉山東小学校の大規模改造工事をはじめ、各種教育施設の改修や修繕を実施します。

（３億3,436万円）
◦養育医療費助成事業…未熟児で出生した乳児に対して、出生後速やかに適切な処置を行うための医療費を助

成することで、保護者の経済的負担を軽減し、子どもを安心して育てられる環境をつくります。（621万円）
◦小中学校管理運営等経費…小中学校の施設管理、児童・生徒などの健康診断、教育振興に係る消耗品や備品

の購入など、学校運営全般にわたる経費を支出します。また、学校でのいじめの予防および適切な対応に向
けて、専任職員を配置するとともに、児童・生徒会活動の支援を強化します。（２億17万円）

 ③福祉・健康に安心を～★みんながいきいき元気に暮らせるまちづくりを進めます
◦民生児童委員活動推進事業…地域福祉活動の中心として活動する、民生委員児童委員の相談活動などに必要

な援助を行い、社会福祉の増進を支援します。（1,374万円）
◦育成・更生医療給付事業…障がいを除去・軽減するなどの治療に必要な医療費の支給を行うことで、対象者

の高額な医療費の負担を軽減します。（7,013万円）
◦障がい者虐待防止対策事業…障がい者虐待防止や早期発見、対応、その後の適切な支援を行うため、地域に

おける関係機関との連携や支援体制を整備します。（56万円）
◦社会体育施設整備事業…野洲川運動公園陸上競技場の改修工事をはじめ、体育館、野球場など、市民に広く活用しても

らう体育施設の整備、営繕、借地にかかる経費を支出し、体育振興に係るハード面の環境整備を行います。（3,622万円）
◦文化活動推進事業…市民参加による芸能、美術、舞台芸能などを多くの人々に鑑賞してもらう機会提供や、

文化協会への活動補助などを実施し、市内の芸術文化の振興につなげます。「（仮称）ブラスアンサンブルフ
ェスティバルin栗東」や『（仮称）森田まさのり「ルーキーズ」トーク』の開催を予定しています。（613万円）

 ④暮らしに安心を～★だれもが安心できる元気なまちづくりを進めます
◦環境基本計画推進事業…環境基本条例に掲げた環境保全理念の具現化のため、環境に関する取り組みを総合的・

計画的に進めます。また、雨水貯留施設（雨水タンクなど）の設置者に対し費用の一部を助成します。（214万円）
◦防犯のまちづくり推進事業…犯罪のない安全なまちづくりのため、学校、警察、自主防犯活動団体などが実

施する防犯活動と連携・協働し、啓発・支援を行います。また、犯罪を未然に防止するため、防犯灯設置な
どの補助により、防犯灯の新設・取り替え、またＬＥＤ型防犯灯への取り替えを促進します。（1,338万円）

◦防災・水防活動推進事業…地域防災計画の見直しを実施するとともに、草津川防災ステーションに水防資機
材倉庫を草津市と共同で設置します。（4,824万円）

◦景観りっとう促進事業…地域資源を再発見・再評価し、環境保全を通じた地域コミュニティの育成を目的に
したプロジェクトを行い、景観まちづくりを促進します。（200万円）

 ⑤行政に安心を～★行政に安心と、職員に元気を
◦土地開発公社負担金・健全化経費…第三セクター等改革推進債を活用して土地開発公社を解散し、抜本的な

経営健全化を実行します。（166億60万円）
◦子ども議会開催事業…将来のまちを担う子どもたちが一日議員となり、市議会本会議と同様の形式で市政全般にわ

たって質問や意見を述べてもらい、子どもたちのまちづくりに進んで参画する意欲や市政への関心を高めます。（０円）
◦行政改革推進経費…財政健全化を確実なものにするため、平成24年度から３カ年計画で「（新）集中改革プ

ラン」を実行しており、その進捗管理を行います。（２万円）
◦元気創造推進事業…市の取り組みを伝えるとともに、地域や団体などと施策やまちづくりなどについて意見交換

を行い、対話と協働のまちづくりに取り組みます。また、市長自らが地域へ出向いて市民と懇談します。（５万円）

問合せ…財政課�財政係　☎551-0100　 FAX554-1123
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　湖南広域消防局では、平成25年度～平成29年
度の５カ年における消防の具体的な施策をまとめ
た「第10次消防計画」を４月１日からスタート
させます。
　今日まで、市民の生命、身体、財産をあらゆる
災害から守るためにさまざまな施策や事業に取り
組んできました。「第10次消防計画」では、さら
に安心・安全を実感いただけるように消防安全指
数を明示し、市民とともに進める消防の将来像の
実現を目指します。

土地開発公社を解散します
土地開発公社の抜本的改革の取り組み

　栗東市土地開発公社の今後のあり方について、
栗東市土地開発公社経営検討委員会から『三セク
債注を活用して公社を解散することが最善の方策
である』との最終報告をいただきました。
　市では、経営検討委員会の報告書を受けて、三
セク債の発行期限である平成25年度末を目指し
て公社を解散していくこととしました。この公社
の解散に要する費用を、平成25年度当初予算に
計上しています。
　今後、引き続き諸手続きを進めていきます。
※�経営検討委員会の報告書は、市ホームページや情

報公開コーナー（市役所１階）でご覧いただけます。

①公社理事会（平成25年２月�公社解散議決）
②�市議会（平成25年３月�公社解散議決、三セク
債起債許可申請議決、予算議決）

③�国へ三セク債起債要望（国での審査、大臣同意）

三セク債を活用した公社の解散手続き

④県知事へ三セク債起債申請（県知事許可）
⑤市が三セク債を起債し、公社債務を処理
⑥県知事へ公社解散認可申請
⑦県知事認可により公社解散
⑧公社の清算行為

注 【三セク債（第三セクター等改革推進債）】
…国が発行を認める地方債

�　対�象経費…市が債務保証を行っている公社借
入金の償還に要する経費（土地開発公社保
証債務履行金）

　発�行期限…平成25年度限り（平成21年度か
ら５年間）

　発行手続…市議会の議決�→�県知事の許可
　�償�還年限…10年以内が基本。本市では、単年

度の負担を極力少なくするため、先進事例
にもある30年償還を国に要望します。

　国�の措置…三セク債支払利息の１／２が特別
交付税措置される。

問合せ…公社健全化対策課
☎551-0661　 FAX 552-7000

■第 10 次消防計画の計画期間と位置づけ

H25年度 H29年度 H34年度

第 3 次総合計画（10 年計画）

第 2 次湖南の消防力ガイドライン（10 年計画）

第 10 次消防計画 第 11 次消防計画

■消防安全指数
項　　目 H23年数値 目標値

出火率 1.9件 1.9件
放水までの時間 10分24秒 ９分30秒
救急車の現場到着時間 ６分42秒 ６分30秒
救急車の病院到着時間 26分48秒 26分00秒
救命率 12.5％ 20％
住宅用火災警報器設置率 80.4％ 85％
自主防災組織の訓練実施率 58.9％ 80％

■消防の将来像と重点施策

将来像１「市民とともに安心・安全なまちづくりに取組む消防」
　　　　・地域の消防防災力の育成を強化します。
　　　　・消防団との連携を強化します。

将来像２「より的確で迅速な対応に取組む消防」
　　　　・消防組織、体制を強化します。
　　　　・消防施設、資機材を整備します。
　　　　・消防救助体制を強化します。

将来像３「助かる命を救い、安心の支えに取組む消防」
　　　　・救急体制を強化します。
　　　　・火災予防対策を強化します。

将来像４「あらゆる災害の対処に取組む消防」
　　　　・災害対応力を強化します。
　　　　・広域連携体制を強化します。

「第10次消防計画」4月1日からスタート
あなたとともに地域を守る

問合せ…湖南広域消防局　☎552-8823　 FAX 552-0988
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　日本の調味料の基本であるみその主な原料は大
豆と米と麹

こうじ

です。江戸時代のことわざに「医者に
金を払うよりも、みそ屋に払え」とあるように、
大豆と麹が使われたみそには体に良い成分が多く
含まれています。
　栗東では秋に収穫した米と冬に収穫した大豆、
そして麹を作って、寒い冬にみそ造りの仕込みを
行い、約10カ月自然熟成させて、おいしいみそ

が出来上がります。
　市内で醸造販売されているみそには、次のよう
なものがあります。
■農家の手づくりで直売所などで販売
　◦六地蔵みそ加工グループ「梅の木みそ」
　◦上鈎活力あるむらづくり「栗東みそ」
■市の学校給食へ供給され、地域でも販売
　◦美之郷農村女性活動グループの手づくりみそ
■老舗として上砥山に店を構え醸造販売
　◦青木味噌商店「こんぜみそ」
　いずれも、大切に育てた農産物をていねいに加
工した、栗東のおいしいふるさとの味です。

第２期栗東市国民健康保険特定健康診査等実施計画を策定
�市では、平成25年度から平成29年度までの５

年間について、特定健康診査などの実施方法およ
びその成果に関する具体的な目標、その他特定健
康診査などの適切かつ有効な実施のために必要な
事項を定めるため、３月に「第２期栗東市国民健
康保険特定健康診査等実施計画」を策定しまし
た。詳しくは、情報公開コーナー（市役所１階）・

各コミュニティセンターに設置の計画書、または
市ホームページをご覧ください。

問合せ…農林課�農政係
☎551-0124　 FAX 551-0148

問合せ…総合窓口課�国民健康保険係
☎551-1807　 FAX 553-0250

　　　　健康増進課�健康管理係
☎554-6100　 FAX 554-6101

みそを食べて健康になろう

農作業で健康に
　栗東市農業再生協議会では、市民が土に親しむ
機会を提供するため、「手づくり農園」を開設して
います。農作業をして汗をかき、自分で作った旬
の野菜を食べる。農作業は自然に親しむことにも、
健康づくりにもつながります。無理なく自分のペ

ースで家庭菜園をはじめませんか？　プランター
や自宅の庭でも野菜作りは
可能です。手づくり農園の
申込み方法は、お知らせ版
４ページをご覧ください。
問合せ…農林課�農政係

☎551-0124　 FAX 551-0148

蒸した米に麹菌を付ける 出来上がった米麹 大豆を煮る

空気を抜きながら、おけに仕込む みそ玉 大豆と米麹と塩をまぶす
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　今年も行楽シーズンに「こんぜシャトルバス」
を運行しています。春季は４月～６月、秋季は
10月～ 11月、それぞれ土・日・祝日に運行。
　また、上

かみ

桐
きり

生
ゅう

～草津駅間を運行する路線バスと
も相互乗車が可能で、料金的にもお得になります
のでぜひご利用ください。
　バス利用チケットの半券を集めて応募すると、
栗東の特名産品が当たるプレゼントも実施中です。

■運行ダイヤ
ＪＲ手原駅 中村 片山 道の駅こんぜの里 金勝寺
８：55発�� ９：01　� ９：04　 ９：13　 ９：23着
10：45発 10：51 10：54 11：03 11：13着
金勝寺 道の駅こんぜの里 片山 中村 ＪＲ手原駅

14：45発 14：53着 15：10 15：13 15：19着15：03発

16：15発 16：23着 16：40 16：43 16：49着16：33発

■料金
乗車可能区間 大人 小人

１日フリー
パス

手原駅⇔道の駅こんぜの里・金
勝寺 800円 400 円

片道
シャトルバス運行区間内における乗車１回 500円 250 円
※�道の駅こんぜの里⇔金勝寺の
区間のみの利用 100円 50円

相互乗車

行き：手原駅→道の駅こんぜの里・金勝寺

700円 350 円帰り：上桐生→草津駅
行き：草津駅→上桐生
帰り：金勝寺・道の駅こんぜの里→手原駅

※�障がい者の人は半額（チケット購入時に障がい者手
帳を提示してください）

問合せ…栗東市観光物産協会（商工観光労政課内）
☎551-0126　 FAX 551-6158

金勝の観光には「こんぜシャトルバス」をご利用ください！
ＪＲ手原駅から金勝寺まで運行

　特別児童扶養手当は、身体または精神に中程度
以上の障がいがある20歳未満の児童を監護する
父母や養育者に手当を支給することにより、児童
の福祉の増進を図ることを目的とした制度です。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、手当
を受給できません。
①児童や父母等が日本国内に住んでいないとき
②�児童が障がいを事由として、公的年金を受ける
ことができるとき

③児童が児童福祉施設などに入所しているとき
■手当の額（児童１人につき）
　児童の等級に応じて支給されますが、前年の所
得により支給停止をされることがあります。

１級（重度）…月額50,400円
２級（中度）…月額33,570円
■手当を受ける手続き
　次の書類を添えて、子育て応援課へ申請。
◦請求者と対象児童の戸籍謄本
◦所定の診断書（用紙は子育て応援課にあります）
◦振込口座の通帳の写し
◦その他必要な書類
※�身体障害者手帳や療育手帳をお持ちの場合、診
断書が省略できる場合がありますので、お問合
せください。�

特別児童扶養手当をご存じですか

問合せ…子育て応援課�児童・家庭福祉係
☎551-0114　 FAX 552-9320

ＪＲ草津駅　９時ごろ発
↓

上桐生
↓

落ケ滝　散策
↓

天狗岩　眺望
↓

白石峰
↓

龍王山　眺望
↓

金勝寺　散策
金勝寺 14:45 発

↓

手原駅 15:19 着

帝産バスで上桐生へ約 30分

徒歩約 50分

徒歩約 80分

徒歩約 25分

徒歩約 20分

徒歩約 40分

こんぜシャトルバス

「こんぜシャトルバス」に乗って、
金勝山の自然を満喫！

おすすめ！　天
てん

狗
ぐ

岩
いわ

　龍
りゅう

王
おう

山
ざん

コース（所要時間６時間）

天狗岩に登れば、パノラマ
の世界が広がります。ここ
で食べるお弁当は格別！
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自転車の運転に注意を！

　新入学・就職を機に自転車を利用する機会
が増えた人も多いと思います。
　自転車は省エネにもなり、健康にもよい身
近な乗り物ですが、法律上は車両と見なさ
れ、
◦一時停車場所では一時停止する
◦信号を守る
◦道路へ出るときに一時停止する
◦安全を確認する
などのルールを守って交通事故を防止する責
任があります。
　自転車がルールを守らないことから交通事
故になるケースが増加しています。
　車も自転車も歩行者も交通ルールを守り、
お互いが注意し合って交通事故を起こさない
ように気を付けましょう。

　　 草津警察署安全伝言板

問合せ…草津警察署�交通課
　　　　☎ 563-0110　 FAX 563-0116

　衣服の入れ替えの時期を迎え、古着類のご
みが増える季節です。古着類については、雨
にぬれるなどするとリサイクルできませんの
で、透明または半透明の袋に入れて出してく
ださい。また、カーテンや玄関マット、布団、
ぬいぐるみ、クッション、汚れがひどい服な
どは古着類として出すのではなく、可燃ごみ
として出してください。

問合せ…環境政策課�生活環境係
　　　　 ☎ 551-0341　 FAX 554-1123

～古着類のごみの出し方～

　家庭や事業所から河川や水路へ油が流出する事
故が多発しています。（平成24年度は２月末現在
で22件発生）
　事故の原因は、不注意によるもの、施設の老朽
化、車両の事故などさまざまで、流出した油は、
火災の危険性があるほか、生活環境の悪化や農作
物の生育に影響を及ぼします。
　また、油の回収は大変困難で、多くの時間と労
力と費用が必要となり、回収費用はすべて原因者
の負担となります。
　市民・事業者の皆さんには、施設の点検や管理
を徹底していただき、油流出事故の未然防止に努
めてください。
　もし、油を流出させた場合や、油類・廃液など
が流れている現場を発見した場合は、すぐに市ま
たは消防署（☎552-0119）へ通報してください。
　速やかな対応が、被害拡大防止につながります。

問合せ…環境政策課�環境政策係
☎551-0336　 FAX 554-1123

▲流出した油をせき止めての吸引作業

過去の油類流出に関する事故件数

年　　　度 件　数

平成20年度 21件

平成21年度 22件

平成22年度 ８件

平成23年度 10件

平成24年度
（25年２月末現在） 22件

※この件数は市が対応した事故件数です

油の流出事故に注意！

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す

カーテン 玄関マット 布団

ぬいぐるみ クッション 汚れ
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《治田西小学校》「早ね・早おき・朝ごはんの習慣化へ向けて」

　睡眠不足や朝食欠食が原因で体の不調を訴え、保健室へ来室する子ど
もが時々みられます。特に、長期休業後の生活リズムの変化は、体の不
調につながりやすいため、保健指導を行い「早ね・早おき・朝ごはん」
の大切さを伝えています。
　また、ＰＴＡ研修部においては、
10月の１カ月間を「ノーテレビタ
イム・ノーゲームデー」の強化月間
に位置づけ、家族とのコミュニケー
ションの場にするきっかけにしても
らうことができました。

くりちゃん
元気いっぱい

運動 ⑫
問合せ…
学校教育課
☎551-0130
 �551-0149FAX

わが校・園の

りっとう再発見

90○

衛門」の名前を明和８
年（1771）から文久４年
（1864）にかけて確認する
ことができます。90年あ
まりにわたって代々の五左
衛門が登場するため、どの
五左衛門が笠山であるかを
判断するのは簡単ではあり
ません。弘化２年（1845）
の史料には59歳の五左衛
門が登場しますが、享和３
年（1803）には17歳の若
さであった彼が、『東海道
人物志』に取り上げられる
ほどの画業を積んでいたとは思えません。その父
親にあたる五左衛門が、有力候補でしょう。
　晩年の笠山は、地

じ

山
やま

古墳（栗東市岡地先）に庵
を結び、焼物をしていたと伝えられています。地
山古墳の調査では、壊れた窯の壁や窯道具、茶わ
ん、皿などが発見されています。こうした遺物が
伝承と直ちに結びつくかどうかは慎重に検討する
必要がありますが、笠山を考える上で興味深い発
見といえるでしょう。
※�栗東歴史民俗博物館では、４月27日㈯～６月２日

㈰まで、特集展示「岡笠山～蕪村風絵画の継承～」
を開催します。

　今から210年前の享
きょう

和
わ

３年（1803）に刊行さ
れた『東海道人物志』には、「笠山」と号した「岡
野五左衛門」という画家が紹介されています。彼
の詳しい経歴は明らかになっていませんが、そ
の名前は安政４年（1857）の『現故漢画名家集
鑑』、大正15年（1926）の『近江栗太郡志』な
どでも取り上げられています。
　笠山は岡村の元

もと

伊
い

勢
せ

屋
や

に生まれました。元伊勢
屋とは、目川立場（現在の栗東市岡）に置かれた
田楽茶屋の１つで、当主は代々、五左衛門を名乗
っていました。庄屋代、年寄、肝

きも

煎
いり

など、岡村の
村役人を務める家柄であったことが分かっていま
す。幼いころから絵を好み、暇さえあれば人物や
花鳥を描いていた笠山は、京都に出て与謝蕪村
（1716 ～ 1783）に師事したといいます。特に人
物画を得意とし、その絵は徳川将軍に上覧された
とも伝えられています。史実かどうかの確認はで
きませんが、笠山が蕪村の画風を学んだ画家であ
るということ、その名前が遠方にも知られていた
ことは間違いないようです。
　ところで、岡村の史料を見ていると、「五左

～栗太の画家 岡
お か

笠
り つ

山
ざ ん

～

岡笠山「夏景山水図」 ▼

◆ 今後の掲載予定
　りっとう再発見…６、７、９、10、12、１、３月号
　すだじいの百年日記…５、８、11、２月号

問合せ…栗東歴史民俗博物館
☎554-2733　 FAX 554-2755

規則正しい生活習慣サイクル図 ▼
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わらっている　きみのえがお　げんきのみなもと　～平成24年度人権啓発標語�優秀賞作品～

フオト

ニユース
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

元気創造政策課 広報係　☎551-0641
FAX554-1123

フォト・ニュース

２月11日（葉山中学校）
葉山中学校吹奏楽部の生徒たちが、高齢者に音楽を
楽しんでもらおうと、デイサービスの利用者を学校
に招いて演奏を披露。演奏のお礼に手作りの貼り絵
をもらうなど、
高齢者と交流し
た生徒たちは、
触れ合いを通じ
て、福祉の大切
さを学びました。

デイサービス利用者と交流

２月15日（葉山小学校）
葉山小学校が葉山学区地域振興協議会から、児童
書、絵本、歴史マンガなど約500冊の寄贈を受け
ました。これら
の本は地域の皆
さんから提供い
ただいたもので
す。いただいた
本は学級文庫の
本として活用し
ます。

葉山小が本の寄贈を受けました

３月３日　子どもフェス
タ2013（ゆうあいの家）
子どもたちが、昔遊び、折り
紙、竹細工、バルーンアート
などの体験コーナーで、楽し
い時間を過ごしました。

２月24日　消防指令車の
寄贈を受けました（市役所）
㈶日本消防協会より、消防指
令車の寄贈を受けました。市で
は、いただいた消防指令車を
消防団活動に活用します。

２月24日　春の地域消防総合
訓練（こんぜの里バンガロー村一帯）
山林火災を想定し、金勝山林分
団をはじめとする栗東市消防団
の各分団、地元自治会、関係機
関などが連携して訓練を実施。

３月２日　人権を考える
つどい（さきら）
栗東市人権デーの記念行事とし
て、人権啓発作品受賞者の表
彰や、職場・地域・学校園での
取り組み実践発表を行いました。

２月10日　外国人による
日本語スピーチ大会（さきら）
びわこ日本語ネットワーク主催
による外国人のスピーチ大会。
８カ国、14人の出場者が自分
の思いを日本語で語りました。

２月15日　山の神（上砥
山地先）
年頭にその年の豊作を願って
行われる山の神神事。上砥山
では、旧暦正月７日に松の木
で作った男女の神様のヨメイ
リ行列が地区内を歩きました。
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有料広告掲載のお申込み・お問合せは　元気創造政策課�広報係　☎551-0641　　554-1123へ
※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。

FAX

　このページは、さまざまな分野で活躍されている
市民、市内のボランティア・市民活動・生涯学習な
どのグループを紹介するコーナーです。

　今月は、手芸作品の製作、寄贈、チャリティー
販売などを通じて社会貢献を行っているボラン
ティアグループ、「ぼちぼち」を紹介します。

　30年ほど前に活動を始めた、手芸作品の製作
を行うグループが元になっています。平成20年
に現在のグループの形となり、メンバーに高齢者
が多いので自分たちのペースでぼちぼちやろう
と、グループ名を「ぼちぼち」と名付けました。

　普段から手芸店などを回って、手作り作品を見
るようにしています。旅行に行ったときも、つい
土産物店で手作り作品を手に取ってしまいます。
このように、たくさんの作品に触れることで、新
しい作品作りにつなげています。手芸を通じて、
社会に貢献できることがうれしいです。
　福祉施設などで、作品を作ってほしいという希
望がありましたら、下記までご連絡ください。

活動を始めたきっかけ

一つずつていねいに
手作りしています ▼

　毎月第２金曜日の９時～ 16時に、なごやかセ
ンターで活動しています。メンバーは、70代～
80代の10人。お手玉、折り紙、まり、毛糸のた
わし、キーホルダー、布絵など、さまざまな手芸
作品を作って、幼稚園、保育園、学校、福祉施設
などに寄贈したり、ボランティア交流・体験まつ
りで販売して、収益を寄付したりしています。ま
た、毎年年末には、市内の老人福祉センターで利
用者に干支の布絵作りを教えています。

　気の合う仲間同士、月１回集まって楽しく作品
作りをすることで、頭の体操になり、認知症の予
防につながるのではと思っています。

現在の活動内容

ひとことメッセージ

▲気の合う仲間同士、
楽しく活動してい
ます

問合せ…栗東市ボランティア市民活動センター（栗東市
社会福祉協議会内）　☎553-0056　 FAX 553-5268

手芸作品を通じて、自分
たちのペースで社会貢献

～ぼちぼち～

広報りっとうに関するご意見、ご感想は元気創造政策課�広報係へお寄せください。
　☎�551-0641　FAX�554-1123　Ｅメール：kohokocho@city.ritto.lg.jp


